
地域おこし協力隊とは 

わたしたちは・・・ 全国でここだけの「流動創生」をやっています！  

流動創生事業とは 

流動創生事業をすることで南越前町にとって良いこと 

都市と地方に双方向・循環型の 
人の流れをつくることで 

町に様々なスキルを持った協力者が 
やってきて協力してくれる 

農業など一時的に 
人手が必要となる産業に 
繁忙期だけ手伝ってくれる人が来る 

町に来てくれた人がさらに全国を回り、 
南越前町のことを全国の人に 
伝えてくれる 

などなど良いことがいっぱいあります 

地域おこし協力隊について  

地域おこし協力隊とは  
○制度概要 ：都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住民票を移動 し 、 生活の拠点 を移 した者を 、 地方公共団体が
「地域おこし協力隊員 」 と し て委嘱。 隊員は 、 一定期間、 地域に居住 して 、地域ブ ラ ン ド や地場産品の開発 ・販売 ・ Ｐ Ｒ等
の地域おこしの支援や、 農林水産業への従事、 住民の生活支援など の 「 地域協力活動 」 を 行いなが ら、 そ の地域への定
住 ・定着を図る取組。  
 
○実施主体 ：地方公共団体  
○活動期間 ： 概ね １ 年以上３年以下  
○総務省の支援 ：  
◎地域おこし協力隊取組自治体に対し 、 概 ね次に掲げる経費につ いて 、特別交付税によ り財政支援  
①地域おこし協力隊員の活動に要する経費 ： 隊員１ 人あ た り 4 0 0万円上限  
(報償費等 2 0 0万円、そ の他の経費 2 0 0万円 )  
②地域おこし協力隊員等の起業に要す る経費 ： 最終年次又は任期終了翌年の起業す る者１ 人あ た り 1 0 0万円上限  
③地域おこし協力隊員の募集等に要す る経費 ： １ 団体あ た り 2 0 0万円上限   
◎都道府県が実施する地域おこ し 協力隊等を対象 とす る研修等に要す る経費につ いて 、普通交付税に より財政支援 （ 平
成 2 8年度から ）  

地域おこし協力隊導入の効果 

地域おこし協力隊 
〇自身の才能・能力を活かした活動 
〇理想とする暮らしや生きがい発見 

地域 
〇斬新な視点（よそ者・若者） 
〇協力隊員の熱意と行動力が 
  地域に大きな刺激を与える 

地方公共団体 
〇行政ではできなかった柔軟な      
  地域おこし策 
〇住民が増えることによる地域  
  の活性化 

隊員の 
約４割は 
女性 

隊員の 
約8割は 
20-30代 

任期終了後、 
約6割が 
同じ地域に定住 

全国で 
2625名が活動中 
（平成27年度時点） 

活動までの基本的な流れ  
地域おこし協力隊の募集から実際の活動までの一連の流れの中で、地域要件等の地域おこし協力隊に係る諸条件の確認 
のほか、隊員がスムーズに活動できるよう、活動開始前や活動中における関係者間での取組方針の共有やバックアップ 
などに留意することが円滑な運営のポイントとなる。 

①予算措置 
 
〇議会の議決 

 

②協力隊 
実施要綱等の作成 
 
〇地域の受け入れニーズの把握 
〇実施要綱、設置要綱の作成 
〇募集要項（業務概要、待遇等
を記載）の作成 

 

③協力隊員の募集 
 
〇団体のサイトや広報誌等で公募 
〇移住・交流推進機構（JOIN）サイトの
活用 
〇移住・交流情報ガーデンの活用 
〇都市部での説明会の実施 

④協力隊員の 
選考・面接 
 
〇候補者の要望聞き取り 

 

⑤協力隊の決定 ⑥事前説明・準備 
〇隊員への事業の詳細説明 
〇地域での協力隊の役割、 
心構えなどを学ぶ研修の実施 
〇現地説明会の実施 
〇隊員の年間活動計画の策定 
〇隊員の生活環境のサポート 

 

⑦隊員の委嘱手続～活動開始 
 
〇隊員の住民票を移動→活動開始 
〇サポート体制の構築 
〇隊員の活動状況をサイト、広報紙等でPR 
〇地域内外との交流の機会の確保 
〇任期終了後の隊員の定着・定住に向けた支援 

 



活動紹介 

S t o p O v e r  
ス ト ッ プ オ ー バ ー  

町内滞在企画 
都市部や遠方からの来訪者が南越前町に滞在し、町民や伝統文化の担い手な
どと交流します。一緒に地域の生業に汗を流すことにより、「よそ者」ならではの
知恵や技を披露することで、ともに頼りあう関係を作ります。この関係こそが、
南越前町を流動的な生活のひとつの拠点にする第一歩になると考えています。  

春  古木地区での田植え  

夏 流動創生夏合宿  
南条・花蓮収穫  
今庄・農作業  
南条・上野の盆踊り参加  
今庄・流動創生拠点の整備（D I Y）  

秋  街道浪漫今庄宿  
１D a y D E L I  齋藤三郎家出店  

R u n d T r i p  
ラ ウ ン ド ト リ ッ プ  

全国巡業企画 
移動する暮らしや地方の動きに関心のある都市住民がワゴンに乗
合、全国各地の縁ある人々とその拠点を巡って旅します。「南越前
町」とラッピングされている車が全国を回り、各地で活動に取り組
むことで、全国で唯一の「流動創生」をしている南越前町をプロ
モーションすることができ、町外の人が「南越前町」に関心を持つ、
第一歩になると考えています。  

都市部イベント 
 
流動創生の意義を広めたり、流動創生を通じて町を訪れる人が増えるよう、
南越前町に触れる第一歩としての都市部でのイベントを開催しています。 

情報発信 
StopOver、RoundTripなどの情報発信を通して、流動創生の意義を広
めたり、流動創生を通じて町を訪れる人が増えるよう、“まず知ってもら
う”ためにインターネットなどで情報を発信しています。 

フェイスブックや 
公式WEBページで 
情報を発信しています 

京都のパティシエさんに 
トマトを使ったオリジナル 
ケーキを作ってもらいました。 

今庄園芸生産組合が作ったトマトを使った料理イベントを京都で開催しました。 

これまでに  
約100名の方が  
滞在しました  

町の事業として流動創生事業を進める、行政の懐の深さは凄いと思いました。普段少人数でやってるよう
な状況のなかで「どうしても人手がいる」となっていた時に、ちょうどいいタイミングで来て作業しても
らえたおかげで今後の目途がつくところまで一日でできたので、本当に感謝しています。 

持続することでど こ か で必ず花が  
開く企画だと注目 して いま す 。  
是非、継続をお願いし ます 。  

この企画は日本の地域活性に確
実に貢献している と 思い ます 。  

地域おこしのあ り方も 、  
地域の中だ け とい う通り一遍では ない 。  
そんな着眼点を持って 実行し てい るの
は素晴らしい と思いま す 。  

このような企画を する  
南越前町は面白い し 、  
お互いに行き来できる よ
うにしたいですね  

S t o p O v e r でつ るし 柿作 りを体験
した研究者の方が研究誌に掲載
して くれました 。  

県内外新聞 ・ テ レ ビ  
各社に取材して  
いただき ました  

前々から 「 流動創生 」 気 になっ てた ので 、  
近所の田植えではな く 、南越前町に来 まし た 。  

今年はなにも知 ら さ れず  
友達に連れてこ られま した
（ 笑 ） 来年も来ます！  


